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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 12日 (2006.1.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の ビ ー コ ン 送 信 機 （ 20A～ 20D） で あ っ て 、 各 ビ ー コ ン 送 信 機 （ 20A～ 20D） が 、 そ れ
ぞ れ の 位 置 に 配 置 さ れ 、 且 つ 、 円 形 構 成 を な す よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の ア ン テ ナ （ 1～ 4）
を 含 み 、 該 各 ビ ー コ ン 送 信 機 （ 20A～ 20D） が 、 複 数 の 基 準 デ ー タ を 有 す る 識 別 信 号 を 送 信
す る よ う に 、 且 つ 、 回 転 ア ン テ ナ を シ ミ ュ レ ー ト す る た め に 前 記 円 形 構 成 を 巡 っ て 前 記 ア
ン テ ナ （ 1～ 4） の う ち の １ つ を 次 々 と 一 度 に 選 択 す る こ と に よ っ て 前 記 複 数 の ア ン テ ナ （
1～ 4） か ら 指 向 性 信 号 を 送 信 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と か ら な る 、 複 数 の ビ ー コ ン 送 信 機
と 、
　 前 記 複 数 の 識 別 信 号 と 、 前 記 指 向 性 信 号 の う ち の １ つ に 各 々 が 対 応 す る 複 数 の ド ッ プ ラ
ー シ フ ト 指 向 性 信 号 と を 受 信 す る よ う に 構 成 さ れ た 受 信 機 （ 30） で あ っ て 、 各 々 の 受 信 さ
れ た ド ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号 に 関 す る 複 数 の 時 間 デ ー タ を 生 成 す る よ う に 構 成 さ れ 、
且 つ 、 各 々 の 受 信 さ れ た ド ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号 と 、 各 時 間 デ ー タ と 、 各 識 別 信 号 と
を 利 用 し て 前 記 受 信 機 の 位 置 を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ る こ と か ら な る 、 受 信 機
と を 備 え る 、 測 位 シ ス テ ム （ 100） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 受 信 機 （ 30） が 、 前 記 受 信 さ れ た ド ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号 の そ れ ぞ れ の 最 小 ド
ッ プ ラ ー シ フ ト を 判 定 す る よ う に 構 成 さ れ 、 且 つ 、 前 記 最 小 ド ッ プ ラ ー シ フ ト に 対 応 す る
各 時 間 デ ー タ を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 受 信 機 （ 30） が 、 各 最 小 ド ッ プ ラ ー シ フ ト と 、 各 々 の 対 応 す る 時 間 デ ー タ と 、 各 基
準 デ ー タ と を 利 用 し て 、 各 ビ ー コ ン 送 信 機 （ 20A～ 20D） に 対 す る 前 記 受 信 機 の 複 数 の 角 度
を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 受 信 機 （ 30） が 、 各 々 の 決 定 さ れ た 角 度 と 、 前 記 ビ ー コ ン 送 信 機 （ 20A～ 20D） の そ
れ ぞ れ の 各 位 置 と を 利 用 し て 、 前 記 受 信 機 （ 30） の 前 記 位 置 を 決 定 す る よ う に 構 成 さ れ て
お り 、
　 前 記 各 基 準 デ ー タ が 、 前 記 ビ ー コ ン 送 信 機 （ 20A～ 20D） の 前 記 各 位 置 の う ち の １ つ を 含
む こ と か ら な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 測 位 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 各 基 準 デ ー タ が 、 前 記 ビ ー コ ン 送 信 機 の 前 記 各 位 置 の う ち の １ つ と 、 基 準 方 向 と 、



前 記 円 形 構 成 を 巡 っ て 前 記 ア ン テ ナ （ 1～ 4） の う ち の １ つ を 次 々 と 一 度 に 選 択 す る こ と に
関 連 付 け ら れ た 回 転 率 と を 含 む こ と か ら な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 測 位 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 受 信 機 （ 30） が 、 ア ン テ ナ （ 310） 、 Ｆ Ｍ 受 信 機 （ 320） 、 及 び タ イ マ （ 330） を 含
み 、
　 前 記 受 信 機 （ 30） が 、 各 々 の 受 信 さ れ た ド ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号 を 前 記 Ｆ Ｍ 受 信 機
（ 320） 内 へ と 入 力 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 受 信 機 （ 30） が 、 前 記 Ｆ Ｍ 受 信 機 （ 320） の 出 力 を 利 用 し て 、 各 々 の 受 信 さ れ た ド
ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号 の 最 小 ド ッ プ ラ ー シ フ ト を 判 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と
か ら な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 測 位 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ａ ） 第 １ の 位 置 に 配 置 さ れ た 第 １ の ビ ー コ ン 送 信 機 （ 20A） で あ っ て 、 第 １ の 円 形 構 成
を な す よ う に 配 置 さ れ た 第 １ の 複 数 の ア ン テ ナ （ 1～ 4） を 有 す る 該 第 １ の ビ ー コ ン 送 信 機
か ら 、 複 数 の 第 １ の 基 準 デ ー タ を 有 す る 第 １ の 識 別 信 号 を 送 信 し 、
　 ｂ ） タ イ マ （ 330） を 有 す る 前 記 受 信 機 （ 30） に お い て 前 記 第 １ の 識 別 信 号 を 受 信 し 、
　 ｃ ） 前 記 タ イ マ （ 330） を 起 動 し て 、 第 １ の 時 間 デ ー タ を 生 成 し 、
　 ｄ ） 回 転 ア ン テ ナ を シ ミ ュ レ ー ト す る た め に 、 前 記 第 １ の 円 形 構 成 を 巡 っ て 前 記 ア ン テ
ナ （ 1～ 4） の う ち の １ つ を 次 々 と 一 度 に 選 択 す る こ と に よ り 、 前 記 第 １ の 複 数 の ア ン テ ナ
（ 1～ 4） か ら 第 １ の 指 向 性 信 号 を 送 信 し 、
　 ｅ ） 前 記 受 信 機 （ 30） に お い て 、 第 １ の ド ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号 を 受 信 し 、
　 ｆ ） 前 記 第 １ の ド ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号 の 第 １ の 最 小 ド ッ プ ラ ー シ フ ト を 判 定 し 、
及 び 、 前 記 第 １ の 最 小 ド ッ プ ラ ー シ フ ト に 対 応 す る 前 記 第 １ の 時 間 デ ー タ を 決 定 し 、 及 び
、
　 ｇ ） 前 記 第 １ の 最 小 ド ッ プ ラ ー シ フ ト と 、 前 記 対 応 す る 第 １ の 時 間 デ ー タ と 、 前 記 第 １
の 基 準 デ ー タ と を 利 用 し て 、 前 記 第 １ の ビ ー コ ン 送 信 機 （ 20A） に 対 す る 前 記 受 信 機 （ 30
） の 第 １ の 角 度 を 決 定 す る 、
こ と か ら な る 、 受 信 機 （ 30） の 位 置 を 決 定 す る 方 法 （ 500、 600） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ｈ ） 第 ２ の 位 置 に 配 置 さ れ た 第 ２ の ビ ー コ ン 送 信 機 （ 20B） で あ っ て 、 第 ２ の 円 形 構 成
を 成 す よ う に 配 置 さ れ た 第 ２ の 複 数 の ア ン テ ナ （ 1～ 4） を 有 す る 該 第 ２ の ビ ー コ ン 送 信 機
か ら 、 複 数 の 第 ２ の 基 準 デ ー タ を 有 す る 第 ２ の 識 別 信 号 を 送 信 し 、
　 ｉ ） 前 記 受 信 機 （ 30） に お い て 前 記 第 ２ の 識 別 信 号 を 受 信 し 、
　 ｊ ） 前 記 タ イ マ （ 330） を 起 動 し て 、 第 ２ の 時 間 デ ー タ を 生 成 し 、
　 ｋ ） 前 記 回 転 ア ン テ ナ を シ ミ ュ レ ー ト す る た め に 、 前 記 第 ２ の 円 形 構 成 を 巡 っ て 前 記 ア
ン テ ナ （ 1～ 4） の う ち の １ つ を 次 々 と 一 度 に 選 択 す る こ と に よ り 、 前 記 第 ２ の 複 数 の ア ン
テ ナ （ 1～ 4） か ら 第 ２ の 指 向 性 信 号 を 送 信 し 、
　 ｌ ） 前 記 受 信 機 （ 30） に お い て 、 第 ２ の ド ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号 を 受 信 し 、
　 ｍ ） 前 記 第 ２ の ド ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号 の 第 ２ の 最 小 ド ッ プ ラ ー シ フ ト を 判 定 し 、
及 び 、 前 記 第 ２ の 最 小 ド ッ プ ラ ー シ フ ト に 対 応 す る 前 記 第 ２ の 時 間 デ ー タ を 決 定 し 、
　 ｎ ） 前 記 第 ２ の 最 小 ド ッ プ ラ ー シ フ ト と 、 前 記 対 応 す る 第 ２ の 時 間 デ ー タ と 、 前 記 第 ２
の 基 準 デ ー タ と を 利 用 し て 、 前 記 第 ２ の ビ ー コ ン 送 信 機 に 対 す る 前 記 受 信 機 （ 30） の 第 ２
の 角 度 を 決 定 し 、 及 び 、
　 ｏ ） 前 記 第 １ の 角 度 と 、 前 記 第 ２ の 角 度 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ビ ー コ ン 送 信 機 の 前 記
第 １ 及 び 第 ２ の 位 置 と を 利 用 し て 、 前 記 受 信 機 （ 30） の 前 記 位 置 を 決 定 し 、 前 記 第 １ の 基
準 デ ー タ が 、 前 記 第 １ の 位 置 を 含 み 、 前 記 第 ２ の 基 準 デ ー タ が 、 前 記 第 ２ の 位 置 を 含 む
こ と を 更 に 含 む こ と か ら な る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ の 基 準 デ ー タ が 、 第 １ の 基 準 方 向 と 、 前 記 第 １ の 円 形 構 成 を 巡 っ て 前 記 ア ン テ
ナ （ 1～ 4） の う ち の １ つ を 次 々 と 一 度 に 選 択 す る こ と に 関 連 付 け ら れ た 第 １ の 回 転 率 と を
更 に 含 む こ と か ら な る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ の 基 準 デ ー タ が 、 第 ２ の 基 準 方 向 と 、 前 記 第 ２ の 円 形 構 成 を 巡 っ て 前 記 ア ン テ
ナ （ 1～ 4） の う ち の １ つ を 次 々 と 一 度 に 選 択 す る こ と に 関 連 付 け ら れ た 第 ２ の 回 転 率 と を
更 に 含 む こ と か ら な る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 受 信 機 が 、 Ｆ Ｍ 受 信 機 （ 320） を 含 み 、
　 前 記 ス テ ッ プ ｆ ） が 、
　 　 前 記 Ｆ Ｍ 受 信 機 （ 320） 内 へ と 前 記 第 １ の ド ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号 を 入 力 し 、 及
び 、
　 　 前 記 Ｆ Ｍ 受 信 機 （ 320） の 出 力 を 利 用 し て 、 前 記 第 １ の ド ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号
の 前 記 第 １ の 最 小 ド ッ プ ラ ー シ フ ト を 判 定 す る こ と を 含 む こ と か ら な る 、 請 求 項 ６ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ス テ ッ プ ｍ ） が 、
　 　 前 記 Ｆ Ｍ 受 信 機 （ 320） 内 へ と 前 記 第 ２ の ド ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号 を 入 力 し 、 及
び 、
　 　 前 記 Ｆ Ｍ 受 信 機 （ 320） の 出 力 を 利 用 し て 、 前 記 第 ２ の ド ッ プ ラ ー シ フ ト 指 向 性 信 号
の 前 記 第 ２ の 最 小 ド ッ プ ラ ー シ フ ト を 判 定 す る こ と を 含 む こ と か ら な る 、 請 求 項 ９ に 記 載
の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 ビ ー コ ン 送 信 機 ２ ０ に は 、 ア ン テ ナ ス イ ッ チ ャ ２ ２ ０ 、 Ｆ Ｍ 送 信 機 ２
３ ０ 、 制 御 回 路 ／ マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ２ ４ ０ 、 及 び メ モ リ デ バ イ ス ２ ５ ０ が さ ら に 含 ま れ
て い る 。 指 向 性 信 号 を 送 信 す る た め に 、 ア ン テ ナ ス イ ッ チ ャ ２ ２ ０ は 、 回 転 ア ン テ ナ を シ
ミ ュ レ ー ト す る た め に 、 円 形 構 成 を 巡 っ て 一 度 に １ つ ず つ ア ン テ ナ （ 例 え ば 、 １ 、 ２ 、 ３
、 及 び ４ ） を 次 々 に 選 択 す る 。 Ｆ Ｍ 送 信 機 ２ ３ ０ は 、 入 力 さ れ た デ ー タ に 基 づ い て 、 ア ン
テ ナ 系 ２ １ ０ に よ る 送 信 の た め に 識 別 信 号 を 出 力 す る が 、 識 別 信 号 は 、 変 調 Ｒ Ｆ 信 号 で あ
る 。 識 別 信 号 と は 異 な り 、 指 向 性 信 号 は 、 非 変 調 Ｒ Ｆ 信 号 で あ り 、 特 定 の 周 波 数 ま た は ト
ー ン で 送 信 さ れ る 。 さ ら に 、 メ モ リ デ バ イ ス ２ ５ ０ に よ っ て 、 ビ ー コ ン 送 信 機 に 記 憶
機 能 が 提 供 さ れ る 。 さ ら に 、 制 御 回 路 ／ マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ２ ４ ０ は 、 ビ ー コ ン 送 信 機 ２
０ の 動 作 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 特 に 、 制 御 回 路 ／ マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ２ ４ ０
は 、 ア ン テ ナ 選 択 順 序 デ ー タ を ア ン テ ナ ス イ ッ チ ャ ２ ２ ０ に 供 給 し 、 変 調 さ れ る べ き デ ー
タ を Ｆ Ｍ 送 信 機 ２ ３ ０ に 送 る 。 さ ら に 、 制 御 回 路 ／ マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ２ ４ ０ は 、 識 別 信
号 及 び 指 向 性 信 号 の 送 信 を 制 御 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ に は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ る 測 位 シ ス テ ム に よ っ て 送 信 さ れ る 複 数 の 信 号 が 例
示 さ れ て い る 。 図 ４ に 例 示 の よ う に 、 Ｉ Ｄ 送 信 段 階 ４ １ ０ の 間 、 ビ ー コ ン 送 信 機 ４ ０ ２ は
、 ア ン テ ナ １ を 利 用 し て 識 別 信 号 を 送 信 す る 。 ビ ー コ ン 送 信 機 ４ ０ ２ は 、 ド ッ プ ラ ー 送 信
段 階 ４ ２ ０ の 間 、 指 向 性 信 号 を 送 信 す る 。 時 間 的 ギ ャ ッ プ に よ っ て 、 受 信 機 ４ ０ ４
が 指 向 性 信 号 の 送 信 周 波 数 に ロ ッ ク す る の に 十 分 な 時 間 が 提 供 さ れ る 。 Ｉ Ｄ 送 信 段 階 ４ １
０ と ド ッ プ ラ ー 送 信 段 階 ４ ２ ０ と の 間 の 時 間 的 ギ ャ ッ プ は 、 な く す こ と が 可 能 で あ
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る 。 上 述 の よ う に 、 ビ ー コ ン 送 信 機 ４ ０ ２ は 、 回 転 ア ン テ ナ を シ ミ ュ レ ー ト す る た め に 、
円 形 構 成 を 巡 っ て 一 度 に １ つ ず つ 次 々 に ア ン テ ナ （ １ 、 ２ 、 ３ 、 及 び ４ ） を 選 択 す る こ と
に よ り 、 指 向 性 信 号 を 送 信 す る 。 特 に 、 ビ ー コ ン 送 信 機 ４ ０ ２ は 、 ま ず 、 ア ン テ ナ １ を 用
い て 、 指 向 性 信 号 を 送 信 す る 。 次 に 、 ビ ー コ ン 送 信 機 は 、 ア ン テ ナ ２ に ス イ ッ チ し て 、 ア
ン テ ナ ２ か ら 指 向 性 信 号 を 送 信 す る 。 指 向 性 信 号 は 、 他 の ア ン テ ナ か ら の 場 合 と 同 様 に 送
信 さ れ る 。 指 向 性 信 号 は 、 そ の 回 転 率 で 、 ア ン テ ナ １ ～ ４ を １ 回 掃 引 す る こ と に よ っ て 送
信 さ れ 得 る 。 代 案 と し て 、 指 向 性 信 号 は 、 そ の 回 転 率 で 、 ア ン テ ナ １ ～ ４ を 複 数 回 掃 引 す
る こ と に よ っ て 送 信 さ れ て も よ い 。
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